
（別紙３）

～ 令和8年3月14日

（対象者数） 25 （回答者数）
25

～ 令和8年3月14日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・就労継続支援事業所との合同事業として、交流会や地域活

動（ボランティア活動など含む）への参加を積極的に企画し

ていく。

2

・居室空間の更なる効果的な活用として、臨時的な環境調整

が可能となる様に、簡易パーテーションの常設などを検討、

実践していく。

3

・りんご並木の保存活動など、地域の住民や小中学校が取り

組んでいる事業への参加なども検討していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・安全確保を最優先に考えた支援内容とする。防災訓練や避

難訓練等に関して、階段の上り下りなど、より丁寧な支援を

実践していく。

2

・移動時間を考慮して、活動メニューを調整するなど、ゆと

りを持って屋外活動を楽しめるように工夫する。

3

○事業所名 並木テラス

○保護者評価実施期間
令和8年2月28日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月28日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・他事業所（オリーブ）同様に、事業所の立地が建物2階にあ

るため安全確保等に特段の注意が求められること。

・賃貸物件の為、事業所主導での改修等がこんなであること。

・広い公園など思いきり体を動かしてスポーツなどが出来る場

所が徒歩１～2分圏内にないこと。

・中心市街地に事業所を設置したため、どうしても屋外での運

動などに適した場所の確保が難しいところ。

・同一建物内に就労継続支援事業所があり、成人期における就

労環境などの情報収集がしやすいこと。

・就労体験の機会を年間通じて確保している。また、保護者へ

の情報提供の機会を確保している。

・居室空間がある程度広い為、個別療育や学習面の支援につい

ての物理的環境が整っている。

・児童指導員に教員経験者を配置して、個別支援計画で希望の

あった児童に対して計画的に学習支援を行っている。また、

クールダウンが必要な際や児童からの相談事がある際には、個

別空間を効果的に活用してしる。

・りんご並木に面した立地条件により、商店街や地域の文化的

イベントや活動に積極的な参加が可能であること。

・りんご並木での各種イベントに計画的に参加している。他事

業所と協力して、地域の商栄会をはじめとする地区住民との交

流活動を実施している。

事業所における自己評価総括表公表


